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平成30年度定時総会の開催にあたって

庶務部長　夏目 久美子
　平成30年度定時総会を下記のとおり開催いたしますので、お知らせ
いたします。
日時：平成30年６月17日（日）10：00 ～ 12：30
場所：  TKP名駅桜通口カンファレンスセンター ホール4D  

（旧名称：TKPガーデンシティ PREMIUM名駅桜通口）
　本総会は、平成29年度事業報告・決算報告、平成30・31年度役員選
任をご審議いただき、平成30年度事業計画・収支予算を報告いたしま
す。
　平成29年度は、平成29年度日本臨床衛生検査技師会中部圏支部医学
検査学会（第56回）を、担当技師会として開催し、また精度の高い臨
床検査を提供するための専門的知識・技能の普及や人材の育成を行う
事業として、学術部では学術研究班活動や新人サポート研修会、スキ
ルアップ研修会、臨床検査技師のための認知症対応力向上講習会Bを、
組織部では管理運営研修会、地区研修会等を開催しました。医療関連
施設への臨床検査精度向上の推進及び支援に関する事業として精度管
理調査を行い、結果検討会と精度管理調査報告会および特別講演会を
開催しました。また例年同様、HIV抗体検査ボランティア、世界禁煙
デー街頭啓発キャンペーン、春日井市健康救急フェスティバルに参画
し、全国「検査と健康展」では中央会場として県民の健康増進と衛生
思想に関する普及啓発を行ってまいりました。会員数の増加に伴い、
会報「らぼニュース」の発行部数は3,500部となり、会員並びに賛助会
員向け事業としては、フレッシュセミナー 2017や法人設立30周年記念
パーティーを開催し、多くの会員に参加していただきました。これら
の事業は、例年通り滞りなく遂行することができ、これもひとえに会
員の皆様のご理解とご支援の賜物と感謝申し上げます。
　平成30年度は、継続事業に加え人材育成や法改正に向けた精度管理
事業、認知症研修会等新しい取り組みも計画しています。愛臨技事業
はますます盛んになってきており、さらなる会員の皆様の当会へのご
協力とご参加をお願いする次第です。会員の皆様一人ひとりに適切な
支援ができるような事業を展開していきたいと考えています。ご多忙
中恐縮ではございますが、定時総会へご出席賜りますようご案内申し
上げます。

◆平成29年度認知症対応力向上講習会Bを･
　開催して････････････････････････････（2）
◆平成29年度･
　愛知県臨床検査精度管理調査報告会･
　および特別講演会に参加して･･････････（3）
◆尾張北地区研修会に参加して･･････････（4）
◆第18回愛知県医学検査学会･
　企画紹介＆募集要項･･････････････････（5）
◆祝賀会・懇親会の御案内･･････････････（6）
◆地区だより･･････････････････････････（7）
◆第66回愛知県糖尿病療養指導研究会･
　学術講演会･･････････････････････････（8）
◆基礎講座・研究会････････････････････（8）
◆AiCCLS　愛知県臨床検査標準化協議会･
　通信（第52回）･･････････････････････（10）
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　平成30年２月25日（日）、名古屋医療センター第７
会議室において中部大学の野田教授らの進行のも
と、18名の受講生を迎え開催されました。
　本講習会は、認知症診断にかかせない神経心理学
的検査を臨床検査技師が担当できるようになること
を目指しており、朝８時15分開始から19時までのタ
イトで長時間の講習会ではありましたが、受講生は
熱心に聴講され、また、積極的に実習に参加され、
知識の再確認と検査の実際を体験していただき有意
義な講習会となりました。
　平成27年に厚生労働省老健局から「認知症施策推
進総合戦略～認知症高齢者等にやさしい地域づくり
に向けて～（新オレンジプラン）」が策定され、認
知症の予防法、診断法、治療法、リハビリテーショ
ンモデル、介護モデル等の研究開発の推進が図られ
ています。また、平成29年３月改正道路交通法施行
により高齢者免許更新時の認知症診断の義務化など

が盛り込まれたが、社会問題化している高齢者運転
事故の多発に対し、認知症診断体制の確保も喫緊の
課題となっています。
　この様な状況から、急性期病院から一般病院、さ
らにはかかりつけ医となる診療所を含めて広く所属
している臨床検査技師は、早期診断、早期対応に欠
かせない検査の実務を担当することが期待されてい
ます。今回参加された受講生は認定認知症領域検査
技師を持たない会員も見えましたが、認知症の検査
に対応すべく少しでも知識や技術を吸収しようとい
う熱意を感じました。認知症検査分野での今後の皆
さんのご活躍を祈念しております。
　講習会の運営にあたっては不備等があったと思い
ますが、受講者からのご意見を聞き来年度に活かし
ていきたいと思います。最後に、会場を提供してい
ただきました名古屋医療センター、講師補助の先生
方に感謝申し上げます。

　チーム医療など医療体制が大きく変化する中で、
臨床検査技師が担う役割は大きな期待と共に新たな
業務への進出など、現代社会や組織に順応した対応
が必要です。
　今回の講習会では専門的知見を踏まえた講義と認
知症に関わる検査を実技形式で行われました。質の
高い検査を提供するためには認知症診断に欠かせな
い神経心理学的検査の知識を学び、認知症の人の視
点に立ち理解を深めることが重要であることを学習
させていただきました。また、診断を左右する検査
結果には正確性も求められますので、履修を重ね、
高いスキルを身に着けることが重要と感じました。
　講習会は講義と実技研修を１日で行うタイトなス
ケジュールでしたが、とても充実した内容でした。

特に、実技実習では初対面の方と対話することで緊
張感も高まり、検者と患者、双方の役割を経験でき
たことは大きな収穫となりました。また、各項にお
いての講師による説明が一方的でなく、受講者に伝
えようとする気持ちが溢れ、実技実習でタスクとし
てお世話頂いた役員の皆様にも、受講者目線で対応
して頂けたことで充実感が得られました。
　検査を受けられる方々への配慮は、正確な検査結
果を求めるために必須となりますので、今後は多く
の方に受講いただきたいと感じました。
　最後に今回の講習会を開催するにあたり、ご尽力
頂いただいた愛臨技役員の皆様に心より感謝申し上
げます。

平成29年度認知症対応力向上講習会Bを開催して
副会長　所　　嘉朗

日臨技・愛臨技　認知症対応力向上講習会Bを受講して
国立病院機構　石川病院　大森　健彦
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　平成30年３月17日（土）名古屋第一赤十字病院の
内ケ島講堂にて、平成29年度愛知県臨床検査精度管
理調査報告会および特別講演会が開催されました。
　８月末に実施された精度管理調査には過去最多と
なる136施設からの申込があり、報告会には175名（会
員165名、賛助会員10名）と、こちらも過去最多の
参加がありました。
　報告会では臨床化学検査・免疫血清検査・血液検
査・一般検査・生理検査・輸血検査・微生物検査・
細胞検査・病理検査の９部門から調査内容と結果に
ついてポイントを絞った報告がありました。各部門
が公正で分かりやすい精度管理調査の実施に向けて
努力している姿勢が、短い発表の中からも伝わって
きました。続いて行われた精度管理のアンケート集
計報告では、各部門の取り組みが参加施設に高く評
価されていることが分かりました。
　来年度、事業部委員として精度管理調査に携わる
身として、精度管理調査の際に寄せられたご意見、
ご要望は真摯に受け止め、活かしていきたいと思い
ます。

　特別講演では愛知県臨床検査標準化協議会
（AiCCLS）から、その取り組みについて講演いた
だきました。
　AiCCLSの活動として、リーフレットの作成が挙
げられます。リーフレットは愛臨技会員に馴染みの
深いものですが、その意図が会員に説明される機会
はあまり無かったように思います。この機会に
AiCCLSの取り組みやその強い想いを知ることがで
き、非常に意義深いと感じました。
　さらに一般検査部門および生理検査部門より、過
去に発行したガイドライン・リーフレットの内容に
ついて抜粋し、分かりやすく講演いただきました。
AiCCLSの発行するガイドライン・リーフレットは、
標準化のみにとどまらず新人技師の教育ツールとし
ても非常に優秀であり、自施設でも活用していきた
いと感じました。
　精度管理事業に携わられた先生方、本当にお疲れ
様でした。先生方の精度管理に対する熱い想いを引
き継ぎ、来年度の精度管理事業に取り組んでいきた
いと思います。

平成29年度愛知県臨床検査精度管理調査報告会
および特別講演会に参加して

江南厚生病院　河内　　誠
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　平成30年２月28日、尾張北地区研修会に参加しま
したので報告させていただきます。
　水曜日の勤務後18時30分からの研修にもかかわら
ず多くの方が出席され、外部から参加された方もお
みえになり、近年のがんに対する意識の高さがうか
がえました。
　テーマは「がんリスクスクリーニング（アミノイ
ンデックス）―健診での早期発見―」で、味の素株
式会社　アミノサイエンス事業本部　アミノサイエ
ンス統括部　アミノインデックスグループ　マネー
ジャー　今田智之先生より、日本のがんの現状から
生体内のアミノ酸について、またその検査法、健診
による早期発見の意義まで幅広く解説して頂きまし
た。
　アミノインデックス（AICS）とは、人体を構成
している20種類のアミノ酸の血液中でのバランスか
らさまざまな疾患リスクを一度に評価することをい
います。胃がん・肺がん・大腸がん・膵臓がん・前

立腺がん・乳がん・子宮がん・卵巣がんを対象とし
ており、早期のがんや幅広い組織型にも対応した検
査であるため、健診や人間ドック等で採血する際に
同時に検査できる身体への負担も少ない方法です。
　日本におけるがんによる死亡者数は一貫して増加
しており、1981年以降死因の第１位となっています。
しかし、日本のがん検診の受診率は伸び悩んでおり、
男女ともに50％にも満たない受診率です。がんへの
関心は高まっている一方で、「受ける時間がない」「健
康状態に自身があり、必要性を感じない」等の理由
でがん検診を受信しない方が多くいるのも現状で
す。採血だけで自身の今のがんの可能性を知ること
ができる。このことがきっかけとなり自分自身の身
体への関心が高まり、さらに詳しく検査を受診する
ことへつながるのではないかと感じました。
　今後もこのような勉強会に積極的に参加し、自己
研鑽に励んでいきたい。

尾張北地区研修会に参加して
名古屋市立西部医療センター　中野　洋一

2018年4月11日現在　正会員数　3,210名
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第18回愛知県医学検査学会　企画紹介＆募集要項
　第18回愛知県医学検査学会では以下のような企画を予定しております。県学会の１アップを目指し、これ
からという方を広く募集いたします。多数の申込みをお願いいたします。

尾張北プレゼンツ これから始めるあなたへ
 ～超音波検査編 ハンズオン技術講習～

　新たに超音波検査を始めた新人技師から超音波検査士を目指す３～５年目の技師に向けて行う講習会で、
全体講習20分、機器プレゼン10分、ハンズオン１時間30分を予定しています。開催にあたり、ハンズオン受
講者を募集致します。
　全体講習では超音波装置の調整からプローブを当てる前に行うべき所見の取り方を、機器プレゼンではエ
コー装置を提供していただいた企業に装置の特徴や最新技術を解説していただきます。ハンズオンは腹部、
心臓、血管領域の３領域に分れ、日本超音波医学会認定資格である超音波検査士を有する技師が指導にあた
ります。

開催日：2018年７月１日（日曜日）14：45－16：45（予定）第４会場

講師：
全体講習：名古屋大学医学部附属病院　笹木　優賢

ハンズオン
腹部領域：名古屋大学医学部附属病院　笹木　優賢　　装置提供：GE Healthcare
心臓領域：名古屋大学医学部附属病院　後藤香緒里　　装置提供：PHILIPS
血管領域：春日井市民病院　　　　　　若林　弥生　　装置提供：キヤノンメディカルシステムズ

対象技師：最近超音波検査に配属された人、超音波検査士を受ける３～５年目程度の技師（参加費：無料）

ハンズオン事前参加登録方法：
 先着順で各領域５名程度としますが、新人の方を優先させて頂きます。
 （全体講習・機器プレゼン・ハンズオンの見学はどなたでも参加可能です）
 ＊応募は会員に限りますが、新人の方はその限りではありません。

申込先   Email：aichikengakkai@gmail.com
 担当者：笹木　優賢（名古屋大学医学部附属病院）
 タイトルに『県学会ハンズオン応募』と記入し、本文に氏名・施設名・勤務年数・超音波経験年

数・希望領域名を明記し、上記Emailアドレス宛にお送りください。

申込開始：  2018年５月21日（月）
 これ以前の連絡は無効とさせていただきますのでご注意願います。
 （定員に達し次第締め切りさせていただきます）
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　「祝賀会・懇親会」を第18回愛知県医学検査学会の当日、下記の要領にて開催いたします。
　祝賀として、愛臨技が表彰する「感謝」、功労者表彰および永年職務精励者表彰の皆様を盛大に
祝福したいと思います。また、会員・賛助会員相互の親睦を深め、絆を強める場としても大いに盛
り上げたいと考えております。是非とも多数のご参加をお待ちしています。

　なお、参加の申し込みは６月15日（金）までに愛臨技事務所までＦＡＸにてお知らせ下さい。申
込ＦＡＸ用紙を添付しますのでご利用ください。

記

日 時：平成30年７月１日（日）　17時00分～ 19時00分
会 場：ホテルプラザ勝川　4Fけやき（第２・３会場）
会 費：5,000円　（当日、受付にて徴収させて頂きます）
締 切：平成30年６月15日（金）（FAXにてお申込みください）

【祝賀会・懇親会　申込書】

施設名： 申込責任者：
TEL：
FAX：

No 会員番号（登録者のみ） 参加者名

１

２

３

４

５

申し込み・問い合せ：公益社団法人　愛知県臨床検査技師会　事務所
名古屋市中村区名駅5丁目16番17号花車ビル南館

ＦＡＸ：052（586）5680
電　話：052（581）1013

e-mail：aamt@aichi-amt.or.jp

祝賀会・懇親会の御案内
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　2017年11月18日（土）に第19回知多半島栄養サポ
ートフォーラムが半田市の雁宿ホール講堂で開催さ
れました。この知多半島栄養サポートフォーラムは
知多半島地域の栄養管理の向上と連携を目指し、
2008年に賛同を得た４つの市民病院が中心となり発
足し、2008年12月６日に第１回の学術集会を知多市
で開催し、年２回の学術集会を常滑市、半田市、東
海市などで開催し今回が第19回となりました。今回
は一般演題が６題、学術講演として「リハビリテー
ションに対する栄養介入の有用性」、特別講演とし
て「栄養サポートに必要な経腸栄養の適応から管理
まで～胃瘻を中心に～」の内容で開催されました。
　栄養管理に興味がある医療関係者の方であれば、
施設の規模、職種を問わず、気楽に参加できます。
次回の第20回は2018年７月７日（土）、場所は中部国
際空港内セントレアホールにて開催される予定です
ので、ぜひ興味のある方は参加されてはいかがでし
ょうか。なお参加者には日本静脈経腸栄養学会認定
資格栄養サポートチーム専門療法士認定単位（２単

位）が認定されます。詳しくは本ホームページを参
照してください。

【公立西知多総合病院のNST活動に】
１）月・木・金曜日にアルブミンが３ｇ/dl以下の
入院患者リストの作成

２）火・木・金曜日の病棟カンファレンスへの参加
３）月・木・金曜日のカンファレンス前日に
①介入患者の最新検査データをデータベース上
の基本データシートに入力し、血液学的栄養
評価を判断する。

②初回介入患者に栄養評価に関する検査が入院
時から行われていなかった場合、１週間以内
に血液検査があれば残存検体を用いて、行わ
れていない項目の追加検査をする。

③２週間以上栄養評価のための血液検査がない
介入患者に対しては、主治医への検査依頼を
病棟のNST担当看護師に連絡する。などを
行っています。

地区だより

知多半島栄養サポートフォーラム	 	

	 公立西知多総合病院　　	江坂　洋一
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《愛臨技生涯教育認定登録団体研究会のご案内》

テ ー マ：糖尿病と精神疾患合併
日 時：平成30年６月24日（日）13：00 ～ 16：30
場 所：名古屋大学医学部附属病院
 中央診療棟３階講堂
一般講演（13：05 ～ 15：05）
糖尿病と精神疾患を併せ持つ患者さんの療養支援に
ついて
１．看護師の立場から
 碧南市民病院　看護師 奥谷　美香
２．管理栄養士の立場から
 静岡県立静岡がんセンター　管理栄養士
 大西　清子 
３．薬剤師の立場から
 偕生病院　薬剤部 久保田有里子
特別講演（15：20 ～ 16：20）
糖尿病と精神疾患合併
講 師：天理よろづ相談所病院　内分泌内科
 北谷　真子
★本講演会は、「日本糖尿病療養指導士認定更新の

ための研修会」として第１群１単位、第２群１単
位が認定予定です。どちらかを選択してください。

　【参加費】  愛知県糖尿病療養指導研究会会員無料、
その他参加者1,000円

基 礎 講 座 輸血検査研究班

専門教科：20点
日 時：平成30年７月29日（日）10：00 ～ 17：00
場 所：愛知医科大学　立石プラザ
テ ー マ：症例で考えよう！異常反応のトラブルシ

ューティング～基本から臨床報告まで～
講 師：愛知県がんセンター中央病院
 早川　英樹
 藤田保健衛生大学病院 杉浦　　縁
 JA愛知厚生連 安城更生病院
 山本　喜之
 輸血検査研究班班員

内 容：血液型検査・不規則抗体検査・交差適合
試験で遭遇する異常反応とその対応及び
症例カンファランス

定 員：45名
参 加 費：1,000円（愛臨技会員）
 1,500円（他県技師会会員）
 3,000円（非会員）
昼 食 代：800円（お茶付き）（別途徴収）
 ※希望者のみ
申込方法：日臨技ホームページより事前登録。非会

員の方は、連絡先まで直接ご連絡下さい。
申込開始：平成30年５月１日（火）
申込期限：平成30年６月30日（土）
連 絡 先：愛知医科大学病院　輸血部 片井　明子
 TEL　0561-61-3125
注意事項：定員になり次第締め切ります。締め切り

の状況はHPにてお知らせします。参加
費の納入方法については受領メールにて
お知らせします。

 参加費納入確認後、受講案内をメールに
てお知らせします。受講案内メールが届
かない場合は連絡先までお問合せ下さ
い。昼食希望の方は受講案内メール先へ
連絡ください。

研 究 会 一般検査研究班

専門教科：20点
日 時：平成30年６月９日（土）15：00 ～ 17：00
場 所：だいどうクリニック５階講堂
テ ー マ：平成29年度の学会発表をもう１度聞いて

みよう
講 師：
１．尿検査機械導入によるTATの改善について
 社会医療法人　宏潤会　大同病院 横井　美咲
２．内部精度管理のアクションプラン
 JA 愛知厚生連　江南厚生病院 河合麻衣子
３．尿中異型細胞出現時における当院の取り組み
 稲沢厚生病院 蜂須賀大輔
４．不妊治療におけるＡＭＨと内分泌の関係
 社会医療法人財団新和会八千代病院
 小椋　　圭
５．便潜血検査における便中ヘモグロビン、便中ト

第66回愛知県糖尿病療養
指導研究会学術講演会
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ランスフェリン同時測定の有用性
 医療法人　山下病院 伊藤　博子
６．尿検査を契機に横紋筋融解症の診断に至った１

症例
 公立西知多総合病院 服部　　聡
７．褐色尿からメラニン尿を同定した１症例
 藤田保健衛生大学病院 山口　高明
８．XN-9000 を用いた気管支肺胞洗浄液（BALF）

測定の基礎的検討
 JA 愛知厚生連　豊田厚生病院 藤上　卓馬
９．体腔液検体（胸水）における機器測定分類報告

について
 名鉄病院 赤座久美子
10．Philophthalmus属による眼球寄生の一例
 岡崎市保健所 佐藤　千歳 
司 会：社会医療法人　明陽会　成田記念病院
 望月　里恵
 碧南市民病院 包原　久志
内 容：平成29年度に第66回日本医学検査学会、
 第56回日臨技中部圏支部医学検査学会、 

第87回日本寄生虫学会で発表された方々
にお集まり頂き講演していただきます。
もう１度聞きたい方から、聞き逃した方
や新人の方まで多数の方の参加をお待ち
しております。尚、抄録は愛臨技HP→
研究班活動→一般検査研究班→行事予定
→内容より印刷できます。各自ご持参く
ださい。

注 意：開始時刻以降に見えた方は、１階玄関外
のインターホンにて「研究会に参加」の
旨お伝え下さい。開錠対応致します。

研 究 会 一般検査研究班

専門教科20点
日 時：平成30年７月８日（日）10：00 ～ 16：30
場 所：豊田厚生病院２階　講義室ABC 
テ ー マ：「初心者歓迎!!日当直に役立つ髄液検査、

尿沈渣の基礎」
講 師：
１．髄液検査の基礎
 碧南市民病院 包原　久志
２．赤血球・白血球の見方

 JA愛知厚生連稲沢厚生病院 蜂須賀大輔
ランチョンセミナー
　「 検体分注からデータ管理まで、一般検査全自動

化を実現する装置・システムの紹介」
　　アークレイマーケティング株式会社
　　マーケティング統括本部学術推進チーム
 多田　昌代
３．上皮細胞の見方
 公立西知多総合病院 服部　　聡
４．円柱の見方
 藤田保健衛生大学医療科学部 星　　雅人
５．結晶その他の見方
 愛知医科大学病院 山口　京子
司 会：藤田保健衛生大学坂文種報德會病院
 進藤龍太郎
 国家公務員共済組合連合会　名城病院
 池崎　幸司  
内 容：当直時の緊急検査として行われる髄液検

査について「髄液検査技術教本」に沿っ
て、臨床的意義、細胞の鑑別方法を、ま
た尿検査の沈渣について「尿沈渣検査法
2010」に沿って、間違えやすい成分や、
日常遭遇する事が少ない成分の写真も提
示し、各成分の鑑別方法を分かりやすく
解説します。これから当直が始まる新人
の皆様に役に立つ内容です。初心者から、
日当直のみで関わる方、ベテランの方ま
で多数の方の参加をお待ちしておりま
す。

定 員：100名
申込期間：平成30年５月１日～６月30日まで。
 定員になり次第締め切り。締め切りの状

況は一般検査研究班HPにてお知らせし
ます。

申込方法：日臨技HPの会員専用サイトから事前登
録。受領メールが届かない場合は下記連
絡先までお問合せ下さい。

 非会員の方は下記連絡先までご連絡下さ
い。

参 加 費：500円（愛臨技会員）
 1,000円（他県技師会会員）
 2,500円（非会員）
連 絡 先：ippannaichi@yahoo.co.jp



 

 

専門教科 20 点 

日 時：平成 30 年 6 月 9 日（土）15:00～17:30 

場 所：愛知県がんセンター中央病院 

 国際交流センター メインホール  

テーマ：日当直時の困った！とその対応 

講 師：1. 血液型検査で困った！ 

社会医療法人宏潤会 大同病院 

              榊原 千絵美 

2. 不規則抗体検査・交差適合試験で困

った！ 

ＪＡ愛知厚生連 江南厚生病院

原田 康夫 

3. 緊急輸血で困った! 

名古屋市立大学病院 小池 史泰 

司 会：藤田保健衛生大学病院   松浦 秀哲 

内 容：輸血は時間を問わず依頼され、その対応

に苦慮することも少なくありません。今

回は日当直時に遭遇するかもしれない

“困った”事例を「血液型検査」「不規則

抗体検査・交差適合試験」「緊急輸血」の

３つの場面で取り上げ、困った点を共有

し、その対応について解説していきます。

日当直時のみ輸血に関わる方はもちろん、

新規採用者の方、指導的な立場の方など

多くの参加をお待ちしております。 
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AiCCLS
愛知県臨床検査標準化協議会

通信
（第52回）

　愛知県臨床検査標準化協議会（Aichi Committee for Clinical 
Laboratory Standardization：AiCCLS）は、愛知県下の医療施設
への臨床検査標準化の啓発活動を軸とした質の高い検査結果の共有維
持を目的として、活動しています。

 今回は、新しく発刊された刊行物、リーフレット　「微生物検査 　
Vibrio parahaemolyticus」についてご紹介いたします。

微生物検査を行う時や、それ以外の医療従事者などに説明するなどの
時に、病原体、感染症、検査法、検査の注意点など、とても見やすく
まとめられていますので、是非ご活用ください。

 詳しい内容、購入方法については、愛知県臨床検査技師会HPの臨床
検査標準化情報でご覧ください。

（AiCCLS：愛知県臨床検査標準化協議会）


